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救世軍見解表明
　社会道徳に対する救世軍の立場
　第2回「アルコール」（4）

救世軍の立場の根拠
（承前）アルコールに対す
る救世軍の立場は、アルコ
ールの乱用が個人・家族・
地域社会に及ぼす害に対する憂慮によって生まれたもの
です。救世軍は世界各地で、アルコールの乱用と依存症
のために苦しむ人々に直接また間接的に働きかけをして
います。そうした人々と連帯するために、救世軍の兵士
はアルコールを飲まない生き方をします。
　アルコールを楽しむ人々は大勢いますが、わたしたち
は、アルコールの使用を減らすことが、隣人と自分自身
に対してなすべき配慮であると信じます。（マタイによる
福音書 22 章 39 節）　クリスチャンとして、わたしたちは、
自分に与えられた自由を行使するにあたり、それが弱い
人のつまずきとならないよう配慮しなければなりません。
（コリントの信徒への手紙一  8 章 9 節）

実際的応答
1．世界的に、救世軍はアルコールを飲まない生き方を
積極的に推進します。
2．救世軍の兵士は、アルコールを全く使用しない生き
方を選びます。禁酒の目的は、アルコールを飲まない生
き方の良い面を積極的に人々に示すことにあります。
3．救世軍は、引き続き児童と成人にアルコールに伴う
危険を教え、また、その方法を改善します。
4．救世軍は、アルコール依存症やアルコールを乱用す
る人々に対して、可能な限りの支援を提供します。
5．救世軍は、国家と地方自治体の政府がアルコールの
販売・宣伝・製造に関して適切な法令を制定するよう働
きかけます。こうした法令は、アルコールの乱用や過度
の摂取により、地域社会・家族・個人が被

こうむ

る害を考慮し
て制定されるべきです。
6．救世軍は、アルコールの消費の増大をもたらすアル
コール産業の従来の方法に反対する運動を行います。そ
のような手法の例として、アルコールの販売価格の引き
上げが、アルコールの消費量の減少に効果があることが
わかっています

3
。

第3回「性差別」（1）

性差別に対する見解表明
　性差別とは、性別により差別、あるいは区別する考え
方で、多くの場合、女児及び成人の女性に対しておこな
われています。この性差別は、近年特に基本的人権の問
題として理解されています

1

。
　性差別は、しばしば、偏見と権力との組み合わせで生

じています。性差別は、組織的、構造的偏見と文化的な
差別、また時には、家族や信仰の共同体、地域的な、あ
るいは民族・国家的な文化の中に見ることができます

2
。

　救世軍は、人は、男性、女性を問わず、神にかたどっ
て創造されたものであり、その価値は同等であると信じ
じ

3
、それゆえ、性差別には反対の立場をとります。救世

軍は、男性が女性の上に立つ、あるいは女性が男性の上
に立つというようないかなる考えにも同意しません。
　救世軍は、この世界が、すべての人間に同等の価値を
認め、それに基づいて、すべての人間に、必要な準備を
整えさせ、共に働くことによって発展する、と信じてい
ます。しかしながら、性による価値の同等性を認めつつ
も、残念なことに、救世軍においても、性差別を当たり
前とする社会や組織に同調してしまう場合があり得るこ
とを認めます。
　救世軍は、すべての男女に同等の価値を認め、それに
基づいて、すべての男女に、必要な準備を整えさせ、共
に働くこと、また、性差別の存在する世界に向かって、
声を上げていくことを決意します。　
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見解表明の背景と状況
　女性は、しばしば社会制度的に、性による不公平な立
場に置かれています。性差別は、人間への極度の残酷さ
や死をもたらすことがあります

4
。

・ある文化背景の中では、幼児期において、女児は、男
児と同様の医療や養育上の配慮を受けていません

5
。

・女性は「不従順」を理由に灯油をかけられた上で燃や
され、劇薬である酸で焼かれています。いわゆる「名
誉殺人」は、毎年何千人もの若い女性の命を奪って
います

6
。

・世界的に、15 ～ 44 歳の女性が深刻な障がいや死亡
にいたる原因は、癌

がん
、マラリア、交通事故、戦争を

合わせた数よりも、男性による暴力によるものの数
が多いであろうとされています

7
。

・毎年、現代奴隷制のために囚
とら

われの身となっている
人々の多くが女性であり、その多くが、性的な労働
のために搾取されています

8
。　　　　　　 　　（続く）

（注 1：世界人権宣言〈1948〉　参考外務省ＨＰ和訳〈仮〉https://
www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/udhr/1b_001.html、http://www.
un.org/en/universal-declaration-human-rights/Human Rights 
and The Salvation Army 人権と救世軍〈2018〉https://issuu.com/
salvationarmyihq/docs/human_rights_and_the_salvation_army、
2： Parrillo, V. 〈Ed.〉〈2008〉 Encyclopedia of Social Problems. 
SAGE Publications、 3 ：創世記 1 章 27 節）

（注 4：Kristof, N. & WuDunn, S. 〈2010〉 Half the Sky: Turning Oppression
into Opportunity for Women Worldwide. Vintage. p. xiv、 5：Johansson, 
S. and Nygren, O. 〈1991〉 ‘The Missing Girls of China: A New 
Demographic Account’、Population and Development Review, 17 〈1〉, 
35-51、 6：UNFPA 〈United Nations Population Fund〉国連人口基金 

〈2000〉 Lives Together, Worlds Apart: Men and Women in a Time 
of Change, chapter 3、https://www.unfpa.org/publications/state-
world-population-2000、 7：Vlachova, M. and Biason, L. 〈Eds.〉
〈2005〉 Women in an insecure World: Violence Against Women, 
Facts, Figures and Analysis. Geneva Centre for Democratic Control of 
Armed Forces. p. vii、 8：International Labour Organization 国際労働
機 関〈2016〉 Global Estimates of Modern Slavery　https://www.ilo.
org/wcmsp5/groups/public/@ed_norm/@declaration/documents/
publication/wcms_575605.pdf  ）

　　　　　　　　　　（注 3：世界保健機関ヨーロッパ地域事務所　ア
ルコールに関連した害を減少させるための介入手法の有効性及び対費
用効果についての実証結果）（2015 年 5 月大将によって承認）
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カンボジアでは、毎週日曜日に、いろいろな場所で
85～360人の子どもたちに食事を提供しています

2020 年カンボジアの子どもたちへの給食活動のために
　カンボジアには韓国から救世軍の伝道チームが派遣され、現地の
活動をサポートしています。
　カンボジアは、内戦や、独立に向けての困難な時代を経

へ
て、今も

貧困や教育の不足という課題に向き合っています。必要な教育や医
療を受けられない子どもたちへの多くの支援が必要とされています。

2021 年インドネシアの女性の能力向上のために
■マイクロクレジット・プロジェクト
　家族の生活や子どもの学費のために働く女性に、少額の融資をす
ることによって、起業や事業継続の支援をおこないます。
■女性のための開発セミナー、ワークショップの開催
　「ゴールデン・ジェネレーション」（2030 年の人口増加、2045 年にイン
ドネシアが経済大国となることを予測してインドネシア政府が定めたもの）
への挑戦と期待に向けて、子どもたちの教育・養育が十分になされ
るよう、女性たちの能力を向上させる活動に力を入れています。

インドネシアでは、女性たちの経済的な状況
やスキルを向上させる機会を提供しています

女性部サンデー  10 月 18 日女性部サンデー  10 月 18 日
聖別会の中で、一円献金の献納式をおこないます。今年と来年の支援プロ
ジェクトは以下のとおりです。これらの働きのため祈りつつ献

ささ
げましょう。

召天者合同記念会召天者合同記念会
日時：10 月 10 日（土）午後 2 時

於：多磨霊園　救世軍墓地前

なお、今年は、新型コロナウイルス感染症予防のため
公開集会ではなく、現地からの中継を配信予定です

共に祈りの実を結ぶ～ 8 週間の祈りのプラン 
　　士官志願者サンデー 10月 4日（日）
10 月 4 日～ 11 月 22 日（日）まで。士官志願者
祈祷週間を充実させた、祈りのプランです
　　（詳細は士官志願者部よりお知らせいたします）


